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☆講 演☆

◇教授　星埜和「道路交通事故の調査および対策につい

て」第5回日本道路会議（1959．10．6－9）

◇助教授　三木五三郎，助教授　久保慶三郎「道路構造

物に対する鋼製コルゲート製品の応用について」同上（同
上）

◇助教授　三木五三郎「現場におけるトラフィカビリテ

ーの判定法」同上（同上）

◇助教授　三木五三郎，助手　今村芳徳「締固めの新し

い諸規格に関する問題点」同上（同上）

◇助教授　安藤良夫，研究生　生田目真，原子力研究所

藤村理人「溶接部気孔の研究（第1報）」溶接学会秋期講

演会，戸畑市九州工大において（1959．10．20）

◇助教授　加藤正夫，助教授　原善四郎「アルミニウム

箔粉の製造について」粉末冶金技術協会昭和34年度秋
期大会，仙台市において（1959．10．20）

◇教授　高橋武雄，助手　白井ヒデ子「多量インジウム

中のカドミウム・鉛・亜鉛の同時定量」ポーラログラフ

討論会，京都大学楽友会館において（1959．10．26）

◇助教授　西川精一「Pb－Sb合金の時効に関する研究

（Pb－2％Sb合金の時効）」日本金属学会講演会，大阪大

学工学部において（1959．11．3）

◇助教授　原善四郎「Ni　80－Cr　20合金の抵抗焼結（第

2報）」日本金属学会第45回大阪大会（1959．11．　5）

◇助教授　加藤正夫，助教授　原善四郎「アルミニウム

箔粉の製造について」軽金属協会第17回大会7箱根に
おいて（1959．11．12）

　　　　　　　　☆寄　　　稿☆

◇教授　永井芳男「染料のABC」流行色，11量月号，2．
（1959．11．4）

　　　　　　　　☆受　　　賞☆

◇第4部　菊池真一教授はフランス写真協会の1959年
度総会において写真に貢献した理由でJanssenメタルを
授与された．

　　　　　☆生研職員海外渡航状況☆

◇第4部　野崎弘助教授は去る9月半ばベルギー国際写

真科学会議に出席，写真感光に関する講演をした．その

後スイス・チューリッヒ工科大学，ロンドン・ブリチッ

シ・アルミニウム社，および米国各地を巡り10月末シ

カゴのSPEA大会に出席し，11月2日帰国した．
◇第5部　坪井善勝教授はオランダ・デルフトにおける

薄殻理論に関するIUTAMシンポジウムで　「球形殻の

非対称曲げ理論」を発表のため8月17日渡欧，またス
ペイン・マドリッドにおける「鉄筋コンクリート殻」に

関するシンポジウム等に出席，その後欧米諸国の大学，

研究所における鉄筋コンクリート構造の研究状況を視察

して11月15日帰国した．
（10月号本欄記載の渡航日7月17日ﾍ上記の通り8月の誤りにつき訂正）圃
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◇岡本舜三　教授　工博　専攻　構造力学

◇大井光四郎　助教授　専攻　材料力学

◇加藤正夫　助教授　工博　専攻　加工冶金学

◇安芸鮫一　教授（併任）工博　専攻　水工学

◇一色貞文　教授　工博　専攻　応用X線工学

◇井口昌平　助教授　専攻　水工学

◇臼井茂信　助手　専攻　同上

◇宍倉進技術員専攻同上
◇加藤勝行　教務員　専攻　構造力学
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